岡山大学構内遺跡調査研究年報13 1995年度 by 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター,
岡山大学構内追跡調査研究年報13
1995年度
1996年10月
岡山大学埋蔵文化財調査研究センター
岡山大学構内追跡調査研究年報13
1995年度
岡山大学埋蔵文化財調査研究センター
序ここ数年,本学キャンパスではやや規模の大きい発掘調査がつづいています。1995年度にお
いては,前年度からの継続であった福利厚生施設北棟予定地 (津島岡大第13次調査)のほか ,
福利厚生施設南棟予定地 (同14次調査)とサテライ トベンチャービジネスラボラトリー予定地
(同15次調査)の発掘を行い,全体で2300平方メートルあまりの調査面積となりました。
福利厚生施設北棟 。南棟予定地では,弥生時代から古墳時代にかけての水田や濤の遺構など
を,サテライ トベンチャービジネスラボラトリー予定地では縄文時代の ドングリ貯蔵施設など
をそれぞれ調査し,低湿地部分における従来の成果にあらたな知見を加えることができまし
た。とくに後者の貯蔵穴からは,穴の底に敷いていたか,あるいはドングリを直接包んでいた
と思われる編み物が良好な状態で出土しました。軟弱になった植物繊維を取 り上げるのに調査
員一同たいへん苦心いたしましたが,さいわい96年度予算でこの貴重な編み物を専門業者に委
託して恒久的な保存処置をすることが可能となりました。緊急な対応にご理解くださった各位
にあらためてお礼申し上げます。
サテライ トベンチャービジネスラボラトリーの発掘地は,1986-1987年度の第3次調査です
でに一部調査を終えていました。その後建設計画に変更があり,面積を拡大して再発掘するに
いたったものです。やむをえない経緯があったわけですが,こうした変更は遺跡の保護や発掘
調査実施の観点からすればやはり好ましいものとはいえず,建設計画と事前の発掘調査とのか
かわりに課題を残した一面もあったように思われます。
本年度も発掘調査や室内作業の進行にあたっては,当センター管理委員会 ,運営委員会をは
じめとする本学内外の関係機関,関係各位のご指導とご援助を賜 りました。厚くお礼申し上げ
る次第です。
岡山大学埋蔵文化財調査研究センター長
稲  田  孝  司

口1 本報告は岡山大学埋蔵文化財調査研究センターが岡山大学構内において1995年4月1日か
ら1996年3月31日までに実施した埋蔵文化財の調査と保存,および活動成果をまとめたも
のである。
2 大学構内の埋蔵文化財の調査に際しては,設定基準を次のように定めた。
1)津島地区では,国土座標第V座標系 (X=-144,500m Y=-37,000m)を起点とし,
真北を基軸とした構内座標を設定した。一辺50mの方形区画である。また,同地区では
調査の便宜上,大きく津島北地区と同南地区に三分する (図25)。
2)鹿田地区では,国土座標第V座標系 (X=-149,800m Y=-37,400m)を起点とし,
座標軸をN15°Eに振ったものを基軸とした構内座標を設定した。地区割は一辺5mの
方形を用いている (図27)。
3)本文中で用いる方位は,津島地区 。鹿田地区は真北を,他は磁北を用いている。
3 岡山大学構内の遺跡の名称は,周知の遺跡の場合はそのまま踏襲する。津島地区構内につ
'いては,全域を「津島岡大遺跡」と総称する。他地区は任意の名称で仮称する。
4 調査名称は,「発掘調査」に分類したものについては,各遺跡毎に調査順に従って次数番号
で呼称し,「試掘調査」「立会調査」に分類したものは,任意の名称を用いる。発掘調査の
うち,小規模で,試掘調査から連続して調査したものは,「試掘調査」に分類する。
5 「発掘調査」についての記述は現段階における概要であり,詳細は正式報告に依って頂き
たい。「試掘調査」については,本年報での記述を正式報告にかえる。
6 表に記載した所属部は,原則として各学部の頭文字を略号として用いている。
7 本文 。目次・挿図・写真などで使用の調査番号は表 1と一致する。
8 本文は岩崎志保・光石鳴巳・山本悦世・横田美香が分担執筆 し,執筆者名を末尾に記 し
た 。
9 津島地区出土種子の分析を沖陽子氏 (岡山大学環境理工学部)に依頼し,その成果を附編
として掲載した。
10 編集は稲田孝司センター長の指導のもとに,光石 。岩崎が担当した。
11 本年報に掲載の津島地区の地形図は岡山発行の1/25000の地図を複製したものである。
12 調査・整理において以下の方々にご援助・教示を頂いた。記して感謝申し上げる。
山本信夫,真鍋篤行,鈴木康之,扇崎由,高安真智子 (順不同)
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